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ア
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口
祐
子
さ
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お
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な
し
会
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ｏ
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時
　
２
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２
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年
１
月
１３
日

（水
）
１０
時
２
１２
時

。
会
場

熊
本
市
国
際
交
流
会
館

●
留
頭

量
（し
お
腱
座

・
テ
ー
マ

「大
人
に
ヽ
齢
ん
ｒ
欲
し
い
”盟
ロ

。
課
題
本

『赤
毛
の
ア
ン
』
新
潮
文
庫

ｏ
日
時
　
２
０
２
１
年
１
月
２７
日

（丼
⇔
　
１０
時
Ｉ

・
会
場

熊
本
市
立
図
書
館

集
会
室

※

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
参
加
ご
希
望
の
方
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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燿
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講
座
に
参
加
さ
れ
る
方
¨ヽ

要
申
し
込
み
、
先
肴
順
で
す
１

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
会
場
使

用
の
人
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
一場
（Ｒ

お
名
前
と
連
絡
先
を
明
記
の
上
、
必
ず
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル
で

，

お申し込な
さい。
　

籠牌
鵬
Ｆ

翼
ｏ９６
（３
ι
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ｏ
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リ
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副
則
国
副
劉
副
　
　
　
　
１
ノ
＞

本
は
と
も
だ
ち
！

私
は
本
を
読
み
上
げ
る
と
、
ス
マ
ホ
の
家
計
簿
管
理
ソ

フ
ト
に
書
名
・
作
者
・
出
版
社

・
発
行
日
を
記
録
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
読
了
同
時
が
同
時
に
登
録
さ
れ
ま
す

し
、
続
き
物
だ
と
前
巻
情
報
を
コ
ピ
ー
し
て
登
録
で
き
る

の
で
便
利
で
す
。
そ
れ
で
、
今
年
初
め
か
ら
Ｈ
月
３
日
ま

で
に
読
ん
だ
本
の
リ
ス
ト
を
確
認
し
て
み
た
ら
、
１
５
８

冊
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
在
宅
勤
務
と
な
り
、
本
を
読
む

時
間
を
と
り
や
す
く
な
つ
た
こ
と
と
、
続
き
物
の
ラ
イ
ト

ノ
ベ
ル
に
は
ま
っ
た
た
め
で
は
あ
り
ま
す
が
、
良
く
読
ん

だ
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
『薬
屋
の
ひ
と
り
ご
と
』
（日
向

夏
　
こ
れ
ま
で
９
巻
ま
で
発
行
）
は
甥
が
紹
介
し
て
く
れ

た
本
で
す
が
、
中
国
風
の
富
廷
を
舞
台
に
し
た
ラ
ブ
コ
メ

デ
イ
タ
ツ
チ
の
本
で
、
コ
″雲
国
物
語
』
（雪
乃
紗
衣
）
シ

リ
ー
ズ
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
コ
莉
世
界
よ
り
』

（貴
志
祐
介
）
は
、
超
能
力
を
持
っ
た
人
々
が
支
配
層
に

な
つ
て
い
る
１
０
０
０
年
後
の
日
本
が
舞
台
と
な
っ
た

、
メ
ツ

上
Ｔ

ヽ，

・，

■
１１
逃
遷

ダ
ー
ク
フ
ア
ン
タ
ジ
ー
で
、
ネ
ツ
ト
で
高
く
評
価
さ
れ
て

い
た
の
で
読
ん
で
み
ま
し
た
。
本
自
身
は
私
の
感
性
に
は

あ
ま
り
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
本
の
舞
台
設
定
の

モ
デ
ル
に
な
つ
て
い
る
真
社
会
性

（
ハ
チ
、
ア
リ
と
同
様

に
女
王
、
兵
士
な
ど
の
役
割
分
担
を
す
る
生
態
）
の
哺
乳

類
に
関
す
る

『
ハ
ダ
カ
デ
バ
ネ
ズ
ミ
の
ひ
み
つ
』
（岡
ノ

谷
一
夫
）
を
見
つ
け
、
ふ
ん
だ
ん
な
写
真
と
と
も
に
興
味

津
々
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
本
と
本

と
の
繋
が
り
が
読
書
を
楽
し
く
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
２
０

１
３
年
の
発
売
直
後
に
読
み
、
私
に
と
っ
て
の
近
年
最
高

の
本
と
評
価
し
て
い
る

『図
書
館
の
魔
女
』
（高
田
未
ａ

も
再
読
し
ま
し
た
。
言
語
学
者
で
あ
る
作
者
の
文
章
の
リ

ズ
ム
は
気
持
ち
良
く
、
今
回
も
一
気
に
読
ん
で
し
ま
い
ま
　
８

し
た
。
来
年
も
ま
た
、
多
く
の
本
を
読
み
た
い
も
の
で
す
。
　
ゝ

母

（幸
子
）
は
、
９
月
に
実
家
近
く
の
介
護
付
き
老
人
　
´

ホ
ー
ム
に
転
居
し
ま
し
た
。
足
腰
は
弱
っ
て
し
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
私
や
妹
が
行
つ
た
時
に
は
車
椅
子
に
乗
っ
て
迎

え
てくれ
て
います。　
人
醐
・
横
田
墓

■
編
集
＝
池
田
・
金
子
・
田
原
・
堀

《イ
ラ
ス
ト
》
安
田

特
定
非
営
利
活
動
法
人

熊
本
子
ど
も
の
本
の
研
究
会
　
発
行
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